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HELPNETとは、事故や急病などの緊急時に、いつでもどこからでも、簡単な操作で
あなたの居場所をオペレーションセンターに発信し、最寄の警察・消防等、関連機関
への接続はもとより、健康、医療、ロードサービスなど緊急事態にともなうトラブル解
決に役立つ緊急通報サービスです。
車載機からと携帯電話からの２つのサービスを提供しています

■□ HELPNETとは・・・

ヘルプネットボタン



■□ 誕生の背景

○ＩＴＳ9つの分野とは・・・
⇒安全運転の支援
⇒交通管理の最適化
⇒道路管理の効率化
⇒公共交通の支援
⇒自動料金収受システム
⇒ナビゲーションの高度化
⇒歩行者等の支援
⇒商用車の効率化
⇒緊急車両の運行支援 ------- 緊急車両経路誘導

｜--- 救援活動支援
｜--- 緊急通報システム

ITSITSITSITSとはとはとはとは・・・・・・・・・・・・
最先端の情報通信技術を用いて人と道路と車両とを情報で
ネットワークすることにより、交通事故、渋滞などといった道路
交通問題の解決を目的に構築する新しい交通システムです。
ナビゲーションの高度化、自動料金収受システム、安全運転
の支援などの９つの開発分野から構成されています。

自動車による道路交通は社会経済の発展に大きく貢献し、今日の社会システムの中で重要な役割を果たし
ています。しかしその反面、交通事故の増大が大きな社会問題となっており、多くの尊い命が奪われています。
そのような中、国をあげてＩＴＳ（Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｔ Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ Ｓｙｓｔｅｍｓ）の推進計画が立案され、渋滞や交通
事故の低減、利用者の利便性向上を目的に、最先端の情報通信技術を活用して創り出す、新しい道路交通
システムが実現しつつあります。

ヘルプネットは ＩＴＳ 緊急時自動通報システムをベースに、交通事故死者の
低減とその他の緊急時の『安心』を提供するため、車載機と携帯電話の両
方から通報可能な日本で始めて開発されたモバイルサービスです。



■□ 導入効果

●事故時のため、状況説明や場所

特定が困難（パニック状態）

現状の課題現状の課題

●GPSにより消防/警察の所轄

特定が容易

●車両情報の検索も可能

緊急通報システムを
導入すると

緊急通報システムを
導入すると

事故を起こした会員等の
メリット

事故を起こした会員等の
メリット

●事故場所、車両情報の迅速・正確な伝達
（意識不明や地理不案内でも連絡可能！）

●覚知時間の短縮

●歩行者等相手方の迅速な救助も可能

救急車
現到着通報受理事故発生

死亡事故の
場合（現状）

平均15分

HELPNET
システム

約8～9分

目標 2～3 分

平均6.3分平均8.6 分

平均6.3分
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事故後の経過時間と死亡率
（’81仏国カーラー教授）

事故後の経過時間と死亡率
（’81仏国カーラー教授）

自動発報
平均接続時間

１分１９秒



<注１>警察本部へのデータ通信→発生日時、発生地点の緯度経度、位置精度、住所コード、電話番号、氏名 等
2007年から開始される公共機関への位置情報通知システムにも対応予定

自動発報あるいは簡単な操作でHELPNETオペレーションセンタに通報すると、オペレー
タの的確なガイドとともに、最寄りの公共機関（消防/警察等）に「緊急通報」します。

■□ 緊急通報システムの仕組み

④FAX送信

緊急通報シーケンス緊急通報シーケンス

①緊急通報（データ）

③音声会話

通報者通報者 HELPNET
ＯＰセンタ

HELPNET
ＯＰセンタ

②音声会話

公共機関等公共機関等

④データ通信<注１>

⑤通報者／公共機関間の直接会話

手動の場合
状況確認等

手動の場合
出動要請が必要

①緊急通報
（位置情報、
車載ＩＤ等）

交通事故等伝達

消防/警察等
出
動
要
請

出
動
要
請 ＧＰＳＧＰＳＧＰＳＧＰＳ移動通信網移動通信網

緊急事態

③音声会話

④データ/FAX

②音声会話

HELPNETHELPNETHELPNETHELPNET
ＯＰセンタＯＰセンタＯＰセンタＯＰセンタ

現場急行現場急行現場急行現場急行

④FAX送信

緊急通報システムの仕組み緊急通報システムの仕組み

HELPNET
搭載車両

HELPNET
ケータイ

車載通信モジュールを搭載し、ハンズフリー通話など
信頼性、利便性の高い緊急通報システムを実現



車載端末の定期保守および所轄消防/警察データの常時メンテナンスにより
「消防/警察への迅速・正確な接続」を実現しています。

■□ 確実なシステム保守による迅速・正確な接続

Ａ警察：05X-1234-1234
Ａ消防：05X-5678-5678

Ｃ警察：05Z-3456-3456
Ｃ消防：05Z-7890-7890

Ｂ警察：05Y-4321-4321
Ｂ消防：05Y-9876-9876

HELPNET
オペレーションセンター

HELPNET
オペレーションセンター

オペレータ受付画面オペレータ受付画面

位置情報

警察：音声＋データ
消防：音声＋ＦＡＸ

警察：約２00ヶ所
消防：約８00ヶ所

公共機関データ

常時メンテナンス

現在
６５，０００台

定期メンテナンス

車載機

実通報の９５％は
保守点検通報

通報要因

定期メンテナンス

◆

通報位置
補正機能

保守点検通報



■□ HELPNET-SYSTEM 2 システム構成

運用用OP卓４台 試験用OP卓３台

運用系運用系運用系運用系 待機系・試験系待機系・試験系待機系・試験系待機系・試験系

保守センター

FW

ﾊﾟｹｯﾄ
車載機 公共

機関
既存
車載機

音声回線

LAN回線

IP-VPN インターネット回線

表示
PC

TEL

ルータ

切替
PC

ヘルプネット虎ノ門
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L2SW

通録
装置

監視
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警告灯
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通信
ｻｰﾊﾞ

CTI
ｻｰﾊﾞ

DB
ｻｰﾊﾞ DB

DB
ｻｰﾊﾞ

DB
ｻｰﾊﾞDB

CTI
ｻｰﾊﾞ
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ｻｰﾊﾞ

外部

切替機

変換機変換機

FWFW

ルータ ルータ

L2SW SLB

L2SW

ルータ ルータ

FW

L2SW

FW

WEB
ｻｰﾊﾞ

WEB
ｻｰﾊﾞ

WEB
ｻｰﾊﾞ

試験
WEB

制御
PC

通録
装置

監視
PC

警告灯

RMI
監視

2005.8.1現在

ケータイ

切替機

簡易試験
装置

３階分室３階分室３階分室３階分室

時刻
ｻｰﾊﾞ

切替機切替機切替機

３階３階３階３階OPOPOPOP室室室室

×３

通信制御装置

切替機 切替機
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切替機

■ ３６５日２４時間連続稼働

（稼働率実績＝９９．９９９％以上）

■ 信頼性対策

● ２４時間 実サービス連続監視

● 主要装置、ＮＷの冗長化構成

● 緊急バックアップ装置の導入



■□ オペレータ受付画面例

地図表示部
・ 通報場所
・ 走行軌跡【６４Ｐ】
更に聞き取りにより

位置修正可能

情報入力部
（通報要因、
道路種別等）

文字表示部
（会員情報と

車両情報）

接続公共
機関選択部

●緊急通報オペレーションに最適なマン・マシン・インタフェース

■練度の高いオペレータ対応

●定期的な応対訓練

●応対接続時間の評定・管理・改善

●公共機関への定期的報告

０：０１：１５

接続処理時間表示
処理遅延警報



■□ システム実測データ

● 現状のパラメータ
– 会員数 約１４．３万人

– 総接続通信数 ２４．０万件/年 （保守点検接続を含む）

– 平均コール数 ２．４万件/年 ２,０００件/月 ６６件/日 ５件/時（１4時間）

– 平均コール率 ０．１６/年 ただし、真報＝０．０１６/年 その他＝０．１５/年

– 真報事案平均処理時間 １１分（６６０秒）

– その他事案平均処理時間 ２分１１秒

– 事案平均処理時間 ３分４秒（１８４秒）

（事案処理目標時間 ５分（３００秒））
⇒ 接続事案以外の会話は短い。

– 公共機関平均接続時間 １分５７秒 ≦ 目標値

– 自動発報平均接続時間 1分19秒

● 現状呼量

– 現状処理時間ベース １５／６０≒０．２６アーラン

● アーランＢ式による 現在の推定呼損率

– ＯＰ卓 ４卓の場合の推定呼損率 ０．０１３％

⇒ 実際の呼損は実測データから ０

信頼性の高い緊急通報サービスを提供中信頼性の高い緊急通報サービスを提供中信頼性の高い緊急通報サービスを提供中信頼性の高い緊急通報サービスを提供中



■□ ヘルプネットユーザーからの声

HELPNETサービスの有用性が評価され、2005年からトヨタ自動車 レクサスG-Linkサービスに標準搭載
2006年だけでもヘルプネットからの救命通報事案が9例発生



■□ ヘルプネットサービスの特徴と今後の取り組み

緊急通報システムの普及と改善等を通して

国が推進する『世界一安全な道路交通社会』 （ＩＴ新改革戦略）

の実現を目指します！

■ 車載型緊急通報システムをベースにしているため

● 自動発報を基本とした信頼性の高い緊急通報

システムの実現

● 低価格のオペレーターサービスが提供可能

■ 関係官庁および自動車メーカー、車載機メーカー

通信事業者等との協力・連携により

● 車載機 特に自動発報型通報の更なる普及促進

● 他のテレマティクスサービスとの連携


